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事業名
（個別メニュー）

信濃川クリーン作戦 事業経緯 継　続 実施体制 共　催 担当所属 新潟支所

◆信濃川をきれいにする会
　・年1回総会を開催
　・総会では会員相互の活動報告、講演会等を実施
　・毎年の活動状況を「河川愛護活動マップ」に整理
　・会則、活動状況等を事務局のホームページで公開

◆クリーン作戦
　・ゴミ袋を「信濃川をきれいにする会」の会員に配布
　・事務局がチラシ430部、ポスター32部を配布･掲示
　・各会員が、年間を通じて独自に清掃･植栽活動を実施
　・総計　26団体 のべ1,081人の参加（R3実績）
　・実施団体は参加者の安全に十分配慮

事業名
（大項目）

地域の利用･整備･保全に関する広報事業 分類名
（中項目）

河川･道路等愛護活動支援事業 事業区分 体験活動等

　「信濃川をきれいにする会」は平成7年から活動を開始し、信濃川下流域の河
川敷地清掃活動を通じて、美しい河川環境の創出と社会道徳の向上に寄与し、
併せて会員相互の意見交流の場とすることを目的としている。
　毎年、各会員がそれぞれの地区において独自に活動を行い、官民一体となっ
て信濃川の良好な河川環境を守っている。

　官民一体となった「信濃川をきれいにする会」の活動は28年間継続しており、信
濃川本川から支川へと活動範囲を広げる中で、コロナ禍とはいえ令和3年度には
のべ1,000人超の参加者が集まり、事業の必要性･有効性は高い。
　「みなさんと一緒に、信濃川を以前の清らかな川によみがえらせていくこと」「信濃
川をもっと身近なものとして感じられるようにすること」「信濃川と親しみ、みなさんと
一緒に守っていく気持ちを広げていくこと」を目標に、河川愛護思想の普及啓発、
信濃川の美化活動に大きく貢献している。

実施主体：信濃川をきれいにする会
　　　　　　　会長：新潟市長、事務局：国土交通省信濃川下流河川事務所
　　　　　　　信濃川下流域の行政機関、土改、漁協、自治会、学校、
　　　　　　　青年会議所、市民団体、企業等　計51団体で構成（R3.8現在）
　　　　　　　（一社）北陸地域づくり協会新潟支所は会員として参加

一般社団法人 北陸地域づくり協会

活動状況をホームページで公開

会員団体による活動状況


